
Ｎｏ．２４４
佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明る＜楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

｜。心身ともに健全な子の育つ
暖かい家庭と村をつくります。
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村制施行１００周年記念

佐井村・長後村旧境荊 卑

長後村旧役場址碑除幕式

－１１月２４日－

▲

主

な

内

容

▼

２
～
３

む
ら
の
話
題

４
～
５

原
子
力
だ
よ
り

６
～
９

教
育
だ
よ
り

１０
～
一１１

保
健
婦
だ
よ
り

１２
～
１４

交
母
だ
よ
り

１５

出
稼
現
地
の
み
な

さ
ん

１６

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

１７

歳
時
記

１８

戸
籍
の
窓
口



むらの情報を広く掲載いた

します
Ｏ

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください。

村
制
施
行
百
周
年
記
念

第
六
回

佐
井
村
物
産
展

十
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日

の
二
日
間
、
佐
井
小
学
校
を
会

場
に
し
て
、
村
の
産
業
を
一
堂

に
集
め
た
「
第
六
回
佐
井
村
物

産
展
」
が
、
村
制
施
行
百
周
年

を
記
念
し
て
開
か
れ
、
期
間
中

二
千
五
百
人
が
訪
れ
て
賑
い
を

見
せ
ま
し
た
。

今
年
収
穫
さ
れ
た
農
林
水
産

物
の
共
進
会
。
ア
イ
デ
ア
・
工

夫
展
、
農
林
水
産
物
即
売
会
、

商
工
展
の
物
産
フ
ェ
ア
ー
、
お

米
・
生
活
改
善
展
、
健
康
展
、

森
林
展
な
ど
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
会
場
に
は
緑
い
っ
ぱ

い
の
森
も
出
現
。
午
前
九
時
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
訪
れ

た
人
た
ち
で
会
場
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

屋
外
で
も
「
ち
び
っ
こ
コ
ー

ナ
ー
」
が
大
人
気
。
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

や
ゴ
ー
カ
ー
ト
、
鮭
の
つ
か
み

ど
り
、
与
作
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
、
長
い
列
が
で
き
あ
が

り
、
子
供
た
ち
の
歓
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

今
年
の
農
林
水
産
物
共
進
会

で
は
、
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま

し
た
。

航路標識業務に貢献

第４１回「灯台記念日」（１１月

１［］）にあたり、海上交通の

安全確保に永年にわたり貢献

してきた方べ、ここのたび感謝

状が贈られました。

表彰された方々は、次のと

おりです。

▼海上保安庁長官表彰

横 浜 定 男 さん

▼ むつ航路標識事務所長表彰

田 中 武 雄 さん

合同相談所を

開詔旡 ます
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は「
第
四
十
一
回
人
権
間
で
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
次
の
と
お

り
消
費
生
活
苦
情
相
談
の
合
同

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
、
あ
る
い

は
消
費
者
と
し
て
納
得

が
い
か

な
い
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
「
無
料
」
で
「
迅

速
」

に
、
し
か
も
「
秘
密
」
を
守
り
、

親
身
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

十
二
月
八
日

（
金
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
佐
井
村
の
相
談
担
当
者
は
、

次
の
方
々
で
す
。

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

・
太
田
正
三
さ
ん

昔
囲
四
三
九

佐
井
村
字
古
佐
井
一
七

・
加
賀
亀
水
重
さ
ん
昔
囲
二
杏
六

佐
井
村
字
大
佐
井
四
七

・
佐
々
木
寛
昭
さ
ん
昔
囲
二
元
（

佐
井
村
字
古
佐
井
二
五
ノ

三

〔
消
費
生
活
苦
情
相
談
員
〕

・
島
野
房
子

さ
ん

昔
囲
二
百
七

佐
井
村
字
糠
森
五
ノ

ー



物

産

展

入

尊

者

。菜

物

謙

。

Λ
水
陸
稲
▽

玄

米

二
等

川
谷
一
実

三
等

高
橋
ク
リ

も

み

二
等

萬
谷
雅
之

三
等

高
橋

ク
リ

稲

株

二
等

池
田
元
吉

二
等

坪
谷
正
道

二
等

松
村
信
義

三
等

横
浜
三
郎

三
等

池
田
元
吉

三
等

坪
谷
正
道

三
等

萬
谷
良
子

へ

雑

穀
▽

小

豆

一
等

黒
沢
ツ
ェ

二
等

太
田

ぬ
い

三
等

萬
谷
良
子

大

豆

三
等

黒
沢
ツ
ェ

Λ
野

菜
▽

馬
鈴
薯

一
等

上
山
妙
子

二
等

加
藤
り
よ

長
ね
ぎ

一
等

福
田
タ
ツ

ゆ

り

二
等

萬
谷
良
子

ド
つ
札
会

二
等

上
山
妙
子

犬

根

二
等

上
山
妙
子

ビ
ー
フ
ｙ

三
等

萬
谷
良
子

言
ニ
リ
ー

三
等

工
藤
昌
子

ご
ぼ
う

三
等

加
藤
り
よ

長
い
も

三
等

加
藤
良
作

人

参

三
等

川
谷
は
る

春

菊

三
等

加
藤
り
よ

水
産
物

Λ
乾

物
▽

真
昆
布

一
等

舘
脇
敏
雄

二
等

宮
川

茂

三
等

舘
脇
信
義

三
等

田
中
忠
弘

養
殖
昆
布
二
等

舘
脇
博
二

天

草

二
等

舘
脇
敏
雄

三
等

舘
脇
敏
雄

根
昆
布

三
等

田
中
徳
太
郎

へ

加

工
▽

塩
蔵
若
布

三
等

福
田
嘉
一

塩
警
丁

三
等

舘
脇
敏
雄

林
産
物

Λ
食

品
▽

な
め
こ

一
等

和
田

功

三
等

和
田

功

し
い
た
け

二
等

和
田

功

三
等

石
黒
清
三
郎

三
等

高
橋
ク
リ

生
活
改
善

△
食

品
▽

山
海
漬

一
等

和
田
し
げ

亢

こ
暼

三
等

和
田
解
子

言

气
抑

三
等

加
藤
姉
子

Ｉ丶４
？

そ
の
他

Λ
ア
イ
デ
ア
・
工
夫
▽

プ
ｆ
了
ク

二
等

相
木
コ
ヨ

三
等

石
沢
正
子

品

玉
ヰ

一
等

鞣
愆
節
柎

二
等

付
け
賢
江

二
等

鱚
輕
奸
上
矢

二
等

訌
紗
炉
き

二
等

脂
鮭
ご
彦

二
等

購
打
子
司

三
等

対
他
贍
行

三
等

昌
針
炉
奈

三
等

騁
齟
賢
子

三
等

嘩
牡
乍
―

三
等

訌
針
子
奈

三
等

弓
に肛
叶
市

三
等

肘
蠅
ち
か
子

三
等

翳
韭
琵
袷

三
等

鯔
蠅
節
子

三
等

碎
飃
節
美

自

衛

隊

生

徒

を

募

集

し

ま

す

防
衛
庁
で
は
、
平
成
二
年
三

月
、
中
学
校
卒
業
者
等
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
自
衛
隊
生
徒

の
募
集
を
行

い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

平
成
二
年
一
月
五
日
窗
ま
で

▼
採
用
予
定
数

陸
上
自
衛
隊
生
徒

約
２５０
名

海
上
自
衛
隊
生
徒

約
６０
名

航
空
自
衛
隊
生
徒

約
５０
名

▼
応
募
資
格

平
成
二
年
四
月
一
日
現
在
、

十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満

の

男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
。

（
平
成
二
年
三
月
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
）

ｙ

拭
険
日

へ

第
一
次
試
験
日
▽

平
成
二
年
一
月
六
日
出

会
場
＝
む
つ
市

Λ
第
二
試
験
日
▽

平
成
二
年
一
月
十
八
日
～

二
十
二
日
の
間
の
一
日

※
四
年
間
の
生
徒
課
程
を
修
了

す
る
ま
で
に
、
高
校
卒
業
の
資

格
を
取
得
し
、
三
等
陸
・
海
・

空
曹
に
昇
任
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
む
つ
募
集
事
務

所
（
？

二
千

七
四
八
巴

へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

冬期間

通行止めとなります

卜通行止めの期間

平成元年１２月１日から平成２年

５月１５囗まで



大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
の
動
き

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議
会

北
通
り
六
漁
協
連
絡
協
議
会
の
発
足
に
つ
い
て

大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
に

つ
い
て
は
、
七
月
末
に
環
境
調

査
の
終
了
が
確
認
さ
れ
、
大
間

原
発
環
境
調
査
協
議
会
は
そ
の

目
的
を
達
成
し
、
解
散
し
ま
し

た
。同
協
議
会
の
解
散
後
、
地
域

と
原
子
力
発
電
所
は
共
存
共
栄

が
可
能
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い

て
三
ヶ
町
村
が
共
同
で
調
査
、

勉
強
す
る
場
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

大
間
原
子
力
発
電
所
計
画

は
、
広
域
町
村
に
係
わ
る
問
題

で
あ
り
、
発
電
所
計
画
が
地
域

と
調
和
す
る
か
ど
う
か
、
安
全

性
が
確
保
さ
れ
る
か
ど
う
か
、

地
域
振
興
・
水
産
振
興
へ
は
ど

の
程
度
寄
与
す
る
の
か
な
ど
、

広
域
的
に
検
討
す
べ
き
問
題
を

数
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
当
村
並

び
に
大

間
町
、
風

間
浦

村
の

三
ヶ
町
村
長
、
議
長
、
組
合
長

を
は
じ
め
関
係
者
間
で
話
し
合

い
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
去
る

十
月
三
十
日
に
三

ヶ
町
村
の
町

村
長
、議
会
議
長
他
に
よ
り
「
大

間
原
発
三

ヶ
町
村
協
議
会
（
会

長

柳
森

大
間
町
長
）
」

が
、

ま
た
、
六
漁
協
の
組
合
役
員
に

よ
り
「
北
通
り
六
漁
協
連
絡
協

議
会
（
会
長

南
大
間
漁
協
組

合
長
）
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議

会
」
で
は
、
大
間
原
子
力
発
電

所
計
画
に
伴
う
様
々
な
問
題
を

三
ヶ
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
多

角
的
に
取
り
組
み
、
幅
広
く
地

域
住
民
の
声
に
応
え
て
い
く
こ

と
を
目
標

と
し
、
ま
た
、
「
北

水

産

修

練

生

を

募

集

し

ま

す

青
森
県
水
産
修
練
所
で
は
、

平
成
二
年
度
水
産
修
練
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

中
学
校
卒
業
以
上
、
二
十
五

歳
未
満

の
男
子
。

▼
修
業
年
限

一
か
年

（
全
寮
制
）

▼
教
育
内
容

水
産
基
礎
知
識
及
び
技
術
。

▼
資
格
取
得
講
習

四
級
小
型
船
舶
操
縦
士
。

▼
願
書
締
切

平
成
二
年
二
月
十
三
日

▼
募
集
定
員

四
十
名
。

▼
入
所
試
験

平
成
二
年
三
月
上
旬

筆
記
（
国
語
・
数
学
・
英
語
）

面

接
（
青
森
人

戸
・
む
っ
で
実
施
）

▼
合

格

発

表

平

成

二

年

三

月

中

旬

▼

経

費

食

費

等

一

ヶ
月

当

り

三

五

、

〇

〇

〇

円

▼

問

い
合

せ

先

青

森

県

水

産

修

練

所

昔
○

一

七

八
（
３３

）
○

○

四

九

製 造 事 業 所 の み な さ ん へ

平 成 元 年 工 業 統 計 調 査

１２月 ３１日 現 在 で 行 い ま す
Ｏ

●年末から１月にかけて調査員が司います。

ご協力をお願いします。

村制施行１００周年記念
神楽共演ビデオ斡旋

佐井村観光協会では、９

月１３日に行われた、村制施

行百周年記念「神楽共演」

のビデオテープ（ＶＨ Ｓの

み） を、 一本５，５００円で斡

旋してい ます。

希望する方は、佐井村観

光協会 （酋３８－２０９４山口捷

夫）まで申し込みください。



通
り
六
漁
協
連
絡
協
議
会
」
で

は
、
漁
業
と
原
発
と
の
共
存
共

栄
問
題
の
他
、
関
係
六
漁
協
が

共
同
で
北
通
り
地
域
の
水
産
振

興
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
設
立
に
あ
た
っ
て

村
長
よ
り
次
の
と
お
り
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
考
え
て
見
れ
ば
こ
の
問
題

が
出
だ
の
が
昭
和
五
十
二
年
で

す
か
ら
既
に
十
二
年
経
過
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
立
地
可

能
性
調
査
、
立
地
環
境
調
査
を

行
い
本
日
新
し
い
協
議
会
が
設

立
し
た
訳
で
す
が
、
今
ま
で
の

調
査
は
会
社
が
主
で
、
我
々
の

検
討
は
そ
の
調
査
に
遺
漏
が
な

い
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
本

番
で
あ
る
と
決
意
し
て
お
り
ま

す
。
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
は

人
ま
か
せ
に
は
出
来
な
い
。

我
々
は
将
来
の
地
域
づ
く
り

を
ど
う
行
い
、
ど
の
よ
う
に
定

着
化
さ
せ
て
い
く
か
が
問
題
で

す
。
こ
れ
ま
で
先
例
地
視
察
等

に
よ
っ
て
安
全
性
に
つ
い
て
危

惧
す
る
点
は
な
い
か
な
ど
大
ま

か
に
調
査
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
よ
り
積
極
的
に
各

種
の
調
査
、
検
討
を
み
な
さ
ん

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。・

な
お
、
「
大
調
原
発
三
ヶ
町

村
協
議
会
」
の
副
会
長
に
村
長

が
、
「
北
通
り
六
漁
協
連
絡
協

議
会
」
の
副
会
長
に
新
田
組
合

長

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し

た
。今
後
、
原
発
の
安
全
註
の
問

題
、
地
域
振
興
、
水
産
振
興
の

問
題
な
ど
を
検
討
す
る
先
例
地

視
察
、
講
演
会
、
説
明
会
等
を

村
に
お
い
て
実
施
し
、
広
く
住

民
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
、
両

協
議
会
で
の
協
議
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大間原子力発電所計画地点

年

末

資

金

の

ご

準

備

は

お

早

め

に

事

業

を

営

む

ほ

と

ん

ど

の

方

に

ご

利

用

頂

け

ま

す

・

次

の

よ

う

な

資

金

の

お

手

当

に

「

国

の

事

業

ロ

ー

ン

」

を

お

役

立

て

く

だ

さ

い

。

○

年

末

商

戦

に

備

え

て

商

品

仕

入

資

金

に

○

支

払

手

形

や

買

掛

金

決

済

資

金

に

○

ボ

ー

ナ

ス

や

諸

経

費

の

支

払

資

金

に

・

す

で

に

ご

利

用

頂

い

て

お

ら

・

・

一

・

や

れ

る

方

も

重

復

ま

た

は

借

替

え

で

ご

利

用

で

き

ま

す

。

・

店

舗

の

増

改

築

、

機

械

、

車

両

な

ど

の

設

備

資

金

の

ご

相

談

も

ど

う

ぞ

。

国

の

事

業

ロ

ー

ン
（

普

通

貸

付

）

▼

ご

融

資

額

三

、

五

〇

〇

万

円

以

内

経

営

多

角

化

ロ

ー

ン

（

特

定

設

備

資

金

）

五

、

二

〇

〇

万

円

以

内

借

入

金

が

そ

の

ま

ま

ご

利

用

に

な

れ

ま

す

。

▼

ご

融

資

期

間

運

転

資

金

五

年

以

内

設

備

資

金

十

年

以

内

経
営
多

角
化

ロ
ー
ン

ニ

十
年
以
内

▼

利

率

年

六

・

〇

％

利

息

は

後

払

い

で

預

金

が

な

い

の

で

実

質

金

利

で

す

。

国

の

進

学

ロ

ー

ン

国

民

金

融

公

庫

で

は

、

今

年

も
十
一
月
一
日
か
ら
「
国
の
進

学
ロ
ー
ン
」
の
申
込
み
を
受
付

し
ま
す
が
、
特
に
早
く
、
安
く

簡
単
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

・
次
の
学
校
に
進
学
さ
れ
る
方

の
ご
父
母
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

高
等
学
校
ご
局
等
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
、

専
修
学
校
（
修
業
年
限
三
年
以

上
の
高
等
課
程
、
修
業
年
限
二

年
以
上
の
専
門
課
程
）

・
融
資
額
は
一
進
学
者
あ
た
り

一
〇
〇
万
円
以
内
で
す
。

・
返
済
期
間
は
五
年
以
内
。

・
利
率
は
年
五
・
七
％
（
利
率

は
変
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

・
保
証
人
は
一
名
以
上
必
要
で

す
が
、
卸
進
学
融
資
保
証
基
金

を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
不
要
。

・
返
済
方
法
は
、
毎
月
元
利
均

等
払
い
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返

済
や
返
済
期
間
の
途
中
で
増
額

返
済
も
で
き
ま
す
）

・
受
付
期
間
は
、
平
成
元
年
十

一
月
一
日
か
ら
平
成
二
年
四
月

三
十
日
で
す
が
、
進
学
先
が
決

ま
り
次
第
お
申
込
み
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
国
の
事
業
ロ
ー
ン
、
進
学

ロ
ー
ン
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

せ
申
込
み
は
、
国
民
金
融
公
庫

へ
ど
う
ぞ
。

〒
０３０
青
森
市
長
島
一
の
四
の
二

国
民
金
融
公
庫
青
森
支
店

霖
○
一
七
七
（
ニ

ェ
）
二
三
三
一



教
育
だ
よ
う

地

図

一

事

典

磯
谷
小
中
学
校
校
長

飛

内

幸

雄

今
、
目
の
前
に
中
学
校
社
会

科
地
図
帳
が
置
か
れ
て
い
る
。

新
聞
に
ヨ
ー
ロ
。
パ
の
あ
る

国
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
国
の
地
理

上
の
位
置
は
ほ
ぼ
知
っ
て
い
る

か
ら
、
そ
れ
は
よ
い
と
し
て
、

我
が
国
と
の
貿
易
上
の
関
係
や

人
口
そ
し
て
主
な
産
業
を
知
り

た
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
地
図
帳
は
一
四
二
頁
で

だ
い
ぶ
厚
み
が
あ
り
、
Ｂ
５
版

で
開
く
と
Ｂ
４
版
の
大
き
さ
と

な
る
。
紙
質
は
多
少
厚
め
の
上
等
な

も
の
で
カ
ラ
ー
印
刷
で
あ
る
。

生
徒
に
は
無
償
給
与
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
価
格
は
七

四
八
円
で
あ
る
。

目
次
に
は
、
地
図
投
影
法
・

地
図
の
見
方
や
描
き
方
な
ど
及

び
、
世
界
や
日
本
各
地
の
地
形

地
勢
更
に
は
各
種
の
参
考
図
表

や
統
計
な
ど
が
盛
り
沢
山
に
載

せ
ら
れ
て
い
る
。

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
、
ど

う
い
う
訳
か
地
図
を
見
る
こ
と

が
好
き
で
、
今
も
っ
て
、
そ
の

習
癖
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
で
い
る
。

多
少
時
間
か
あ
る
と
、
ビ
ョ

イ
と
地
図
を
開
く
事
が
屡
々
で

あ
る
。
従
っ
て
旅
行
な
ど
す
る

と
、
そ
の
土
地
や
都
市
の
地
図

を
す
ぐ
買
い
た
く
な
る
。

地
図
を
片
手
に
そ
れ
ら
の
土

地
や
地
域
を
通
る
と
、
た
だ

通
っ
て
い
る
よ
り
は
、
あ
と
で

の
記
憶
が
鮮
明
で
あ
る
こ
と
に

も
よ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

（
若
い
時
に
は
、
よ
り
記
憶
に

止
め
た
い
時
に
は
写
真
を
撮
ら

ず
に
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
も
の
で

あ
る
。
写
真
だ
と
ど
う
も
機
械

そ
の
も
の
に
頼
り
す
ぎ
る
故

か
、
ど
う
も
記
憶
と
し
て
よ
く

残
ら
な
い
傾
向
が
あ
る
が
、
ス

ケ
ッ
チ
だ
と
見
な
け
れ
ば
描
け

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
記
憶
の

中
に
非
常
に
残
っ
て
い
る
。）

で
は
、
な
ぜ
小
さ
い
頃
か
ら

地
図
に
興
味
を
示
す
よ
う
に

な
っ
た
か
と
な
る
と
特
に
こ
れ

と
い
っ
た
理
由
は
思
い
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
と
に
か
く
好

き
だ
か
ら
見
る
よ
う
に
な
っ
た

と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

で
も
、
一
つ
だ
け
確
か
な
事

は
、
学
校
の
運
動
会
や
往
時
の

海
軍
記
念
日
に
賑
々
し
く
翻
る

万
国
旗
を
見
て
、
世
界
に
は
何

ん
と
ま
あ
沢
山
の
国
々
が
あ
る

も
の
だ
と
思
い
、
そ
れ
ら
の
国

国
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

う
と
興
味
を
持
っ
て
地
図
に
飛

び
つ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。

そ
れ
以
前
に
も
地
図
は
見
て

い
た
の
だ
が
、
特
に
興
味
を

も
っ
て
見
る
と
い
う
程
で
は
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

国
と
旗
と
を
照
合
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
位
置
を
知
り
、
ま
た
、
首

都
の
名
も
少
し
ず
つ
知
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

更
に
は
、
日
本
か
ら
ど
の
位

離
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ

の
国
へ
行
く
に
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
っ
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

船
で
行
く
と
す
れ
ば
、
飛
行
機

で
行
く
と
す
れ
ば
、
歩
い
て
行

く
と
す
れ
ば
な
ど
想
像
す
る
と

と
も
に
、
時
間
・
日
程
等
ま
で

計
算
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

佐
井
村
中
央
公
民
館
選

俳

句
浜
中

よ
ん

芭
蕉
忌
や
今
朝
は
句
心
動
き
初

め冬
海
の
彼
方
に
朝
の
富
士
眺
む

冠
雪
や
富
士
の
裾
野
の
旅
続
く

風
呂
吹
を
作
り
一
日
の
幕
れ
と

な
り

大
坂

し
ん

昆
布
干
し
猫
の
手
欲
し
や
時
雨

急木
々
の
葉
や
深
ま
る
秋
を
惜
み

け
り
ほ
お
ず
き

く
れ
な
い

鬼
灯
の
紅
増
し
て
秋
深
し

菊
池

み
や

夜
祭
は
川
面
そ
め
つ
つ
橋
渡
る

山
車
の
灯
の
見
送
り
わ
び
し
風

の
中
紅
葉
宿
静
も
れ
ば
知
る
瀬
の
音

を行
き
ず
り
の

二
佼
の
宿
に
木
の

実
降
る

泉
田
タ
ツ
子

上
り
来
る
鮭
に
馳
け
よ
る
子
等

の
声
釘
を
打
つ
槌
音
ひ
び
く
秋
日
和

香
ぐ
わ
し
き
菊
を
手
折
れ
ば
陽

は
西
に

茜

雲

川

原

を

急

ぐ

赤

と

ん

ぼ

旅

行

き

し

友

待

ち

佗

び

る

秋

の

暮渓

谷

の

紅

葉

を

映

す

水

鏡

石

戸

美

矢

子

籾

殻

を

焼

い
て

小

春

の

在

所

か

な渋

柿

の

色

き

わ

ま

れ

ば

夫

好

む

か

ら

か

ら

と

枯

葉

降

る

夜

の

読

書

か

な

軒

下

の

干

大

根

に

日

差
し

あ

り

（
延
寿
園
訪
問
）
川

岸

キ

ヨ
子

一
瞬

の

情

に

絡

む

蔦

紅

葉

菊

日

和

鈴

の

音

か

ろ

し

ね

ぶ

た

音

頭

踊

り

抜

く

ホ

ー

ム

に

響

く

秋

の

雷

木

村

さ

ち
子

秋

霖

や

貰

い
し

文

も

湿

り

が

ち

病

み

ぬ

け

し

母

の

髪

梳

き
日

和

ば
こ

秋

晴

れ

や

物

入

れ

替

え

て

小

半

懐

し

き

友

と

の

語

ら

い
長

き

夜

せ

か

さ

れ

て

残

り

藁

焚

く

秋

の

暮

（
信
漕
路
旅
中
）
田

名

部

ヒ

サ

信

濃

路

や

柿

艶

や

か

に

句

碑

多

き



た

よ

う

な

気

が

す

る
。

や
ま
い
二
う
こ
う

ぃ

遂

に

は
、

病

膏

盲

に
入

る

の

類

に

属

し

た

の

か

、

寝

床

の
天

井

に

犬

地

図

（
相

当

に

値

が
張

り

ま

し

た

）

を

貼

り

つ
け

、

蒲

団

に

入

っ

て

か

ら
天

井

の

大

地

図

を

見

な

が

ら

寝

る

よ

う

に

ま

で

な

っ

た

も

の

で

あ

る

。

そ

の

頃

に

な

る

と

、

地

図

に

あ

る
国

々

の
成

り

立

ち

や

産

業

経

済

・

文

化

な

ど

に

も

興

味

を

も
ち

だ

し

、

自

然

に

統
計

資

料

に

も
目

を

向

け

た

し

て

い

く

よ

う

に

な

っ

て

き

た

。

こ

こ

ま

で

に

な

る

と

、

も

う

地

図

帳

な

ど

だ

け

で

は
収

ま

ら

な

い

こ

と
と

な

り

、

当

然

事

典

な

ど

の

厄

介

に

な

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

幸

い

学

校

に

勤

務

し

て

い

る

の

で

、

当

面

の

問

題

を

解

決

す

る
た

め

に

学

校

図

書

館

の

事

典

類

を

片

っ

端

か

ら

漁

る
こ

と

と

な

っ

た

。

だ

が

、

学

校

と

は

い

っ

て

も

小

学

校

で

あ

る

の

で

、

ほ

と

ん

ど

は

小

学

生

む

け

の

も

の

ば

か

り

で

あ

り

、

ど

う

も
、

今

一
歩

と

い

う

つ

っ

こ

み

に

欠

け

る
恨

み

が

あ

り

満

足

し

な

い

。

遂

に

自

分

用

と

し

て

の

百

科

事

典

を

購

入

す

る
こ

と

と

し

た

。

だ

が

何

せ

、

金

高

が
張

る

こ

と
も
あ
っ
て
、
○
年
間
計
画
を

立
て
、
や
っ
と
全
巻
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
い
で
、
そ
れ
に
類
す
る
事

典
や
辞
書
も
多
少
揃
え
、
ど
う

や
ら
、
今
一
歩
と
い
う
所
を
少

し
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

で
も
や
は
り
欲
に
は
限
り
が

な
い
も
の
で
、
今
一
歩
の
次
の

一
歩
の
事
を
知
る
た
め
の
事
典

類
も
欲
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

昨
今
で
あ
る
。
（
こ
の
よ
う
な

本
を
集
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

家
内
は
、
ま
た
病
気
が
始
ま
っ

た
と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
る
の
は
僻
目
で
あ
ろ
う
か
）

し
か
し
、
た
っ
た
一
冊
の
地

図
帳
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん
広
が

り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と

は
、
自
分
と
し
て
は
悪
い
こ
と

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
事
か
ら
し
て
、
七
四
八

円
の
地
図
帳
の
持
つ
価
値
は
絶

大
な
も
の
で
あ
る
と
の
感
を
深

く
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
一
冊
の
地
図
帳
に
凝
集

さ
れ
て
い
る
の
は
、
膨
大
な
調

査
等
と
数
知
れ
な
い
人
々
の
研

究
と
労
苦
の
結
晶
で
あ
る
と
思

う
と
感
無
量
の
も
の
が
あ
る
。

し
か
も
、
現
在
の
よ
う
に
廉

価
で
簡
単
に
手
に
入
る
こ
と
は

非
常
に
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
は
、
今
、
例
に
引
い

て
い
る
中
学
校
社
会
科
地
図
帳

の
み
で
な
く
、
す
べ
て
の
地
図

類
に
も
云
い
得
る
こ
と
だ
と
思

こ
の
事
と
関
連
し
て
事
典
辞

書
等
も
現
在
ま
で
の
歴
史
的
積

み
重
ね
に
よ
る
知
識
等
の
結
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
筈
で
あ

る
。
た
っ
た
一
つ
の
事
柄
に
つ

い
て
知
ろ
う
と
す
る
に
も
、
も

し
こ
れ
ら
事
典
が
存
在
し
な
い

と
す
れ
ば
、
知
ろ
う
と
す
る
こ

と
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
幾

多
の
書
物
を

繙

き
、
更
に
総

合
し
て
や
っ
と
求
め
る
事
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
、

地
図
等
に
勝
る
と
も
劣
る
こ
と

の
な
い
人
間
の
労
苦
の
結
実
し

た
も
の
で
あ
る
と
思
う
と
、
自

然
に
取
扱
い
方
も
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

地
図
類
と
い
い
、
事
典
辞
書

類
と
い
い
、
こ
の
よ
う
な
思
い

で
手
に
す
る
時
、
今
日
の
よ
う

に
印
刷
術
の
発
達
に
よ
る
大
量

出
版
で
、
よ
り
安
価
に
入
手
で

き
る
こ
と
に
有
難
う
と
い
い
た

い
気
持
に
な
っ
て
く
る
も
の
で

あ
る
。

山

高

く

露

の

信

州

秋

濡

ら
し

連

峰

の

紅

葉

こ

の

先

仲

仙

道

長

寿

の

里

蓆

に

小

豆

干

す

老

婆

鉤

掛

け

に

鬼

灯

下

る

老

舗

か

な

山

寺

の

鐘

は

刻

告

げ

暮

早

し

千

本

杉
秋

陽

も

洩

れ

ぬ

諏

訪

大

社

（
十
三
湖
に
て
）
上

山

実

来

て

み

れ

ば

秋

波

ば

か

り
十

三

の

浜

貝

殻

の

秋

砂

山

や

津

波

の

碑

中

の

島

十

三

の

湖

水

の

肌

寒

し

水

鳥

の

ひ

と

群

遠

し

十

三

湖

松

を

背

に

権

現

崎

は

北

風

を

切

る

西

谷

豊

彦

落

か

け

し

壁

を

支

え

る
蔦

紅

葉

夕

陽

浴

び

庚

申

塚

に

枯

葉

降

る

凩

や

電

線

に

鳥

寄

り

合

い

ぬ

丶
こ
し

ｔ
ｌ

小

春
日

や

愡

ぶ
古

の

碑

の

除

幕

稲

妻

や

漁

り

火

去

っ

て

闇

を

裂

（
十
三
の
砂
山
）
大

石

健

次

郎

秋

雲

を

日

本

海

に

溜

め

潟

は

風

津

波

碑

の

秋

涛

背

に

し

建

ち

吹

か

れ

栄

華

み

な

砂

山

と

な

り

秋

の

湖

夢

埋

む

水

軍

城

址

は

秋

風

裡

凹

凸

の
風

の

砂

山

秋

深

し

短

歌
川
岸
キ
ヨ
子

喜
寿
の
夫
秋
の
夕
餉
に
県
米
の

「
つ
が
る
お
と
め
」
を
こ
よ
な

く
好
む

留
守
の
家
を
見
廻
れ
ば
早
芒
の

穂
銀
の
波
打
ち
秋
だ
け
に
け
り

気
に
掛
け
し
行
事
終
れ
ば
夜
の

空
に
落
ち
て
来
そ
う
な
星
屑
の

あ
り

大
坂

し
ん

朝
靄
に
火
煙
り
立
ち
し
藁
焼
き

の
刈
田
の
さ
ま
は
墨
絵
の
如
し

神
仏
に
匂
い
香
し
き
新
米
を
炊

き
供
え
つ
つ
豊
り
を
謝
す
る

浜
中

よ
ん

訃
報
き
て
身
支
度
急
ぎ
雷
鳴
の

雨
の
た
だ
中
旅
ゆ
く
わ
れ
は

中
谷
サ
ツ
ェ

老
人
の
た
ど
た
ど
し
さ
に
頷
き

て
ホ
ー
ム
の
入
ら
の
看
護
優
し

き

石
戸
美
矢
子

穫
り
入
れ
の
終
れ
る
畑
に
残
さ

れ
し
鬼
灯
一
つ
雨
に
打
た
れ
て

香
の
籠
も
る
初
菊
盛
り
し
敬
老

の
祝
膳
囲
む
秋
の
一
日

（
十
三
砂
山
寸
感
）
大
石
健
次
郎

岩
瘤
を
む
き
出
し
遠
く
に
秋
の

涛
散
ら
し
燿
う
権
現
崎
は

盛
衰
の
痕
形
も
な
き
砂
山
を
わ

た
る
秋
風
涛
鳴
ら
し
つ
つ



管
内
小
学
校
学
童
お
話
大
会

本
年
度
で
第
二
十
三
回
と
な

る
管
内
小
学
校
学
童
お
話
大
会

が
去

る
十
月
二
日
佐
井
小
学
校

講
堂
を
会
場
と
し
、
村
内
六
小
学

校
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
話
大
会
は
、
童
話
物

語
の
部
（
一
年
上

二
年
）
と
生

活
経
験
の
部
（
四
年
～
六
年
）

と
が
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
五
名

と
七
名
の
児
童
が
壇
上
で
落
着

い
て
お
話
し
を
し
て
、
会
場
の

み
な
さ
ん
を
感
心
さ
せ
ま
し
た
。

お
話
し
の
仕
方
は
、
ど
の
児

童
も
立
派
で
甲
乙
を
つ
け
が
た

い
も
の
で
し
た
が
、
審
査
の
結

果
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
童
話
・
物
語
の
部

最
優
秀
賞
牛
滝
小
二
年

船
越
奈
津
子
さ
ん

優
良
賞

佐
井
小
一
年

七
戸
え
み
子
さ
ん

優
良
賞

磯
谷
小
二
年

横
浜
昌
子
さ
ん

努
力
賞

長
後
小
三
年

内
田
貴
生
く
ん

福
浦
小
二
年

田
中
和
美
さ
ん

○
生
活
経
験
の
部

最
優
秀
賞
原
田
小
五
年

加
藤

修
く
ん

優
秀
賞

長
後
小
四
年

池
田
陽
子
さ
ん

優
良
賞

福
浦
小
四
年

田
中
直
子
さ
ん

努
力
賞

佐
井
小
六
年

宮
川
亜
希
さ
ん

佐
井
小
四
年

川
畑
徳
吉
く
ん

磯
谷
小
五
年

横
浜
一
男
く
ん

牛
滝
小
四
年

竹
内
浩
義
く
ん

生
活
経
験
の
部
最
優
秀
賞
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す

こ

ん

ぶ

干

し

の

手

伝

い

原
田
小
五
年

加

藤

修

ぼ
く
の
夏
休
み
は
、こ
ん
ぶ
干

し
の
手
伝
い
で
始
ま
り
ま
し
た
。

と

い
う
の
は
、
ぼ
く
の
家
で

は
、
夏

の
閧
は
こ
ん
ぶ
干
し
が

と
て
も
い
そ
が
し
く
て
、
ね
こ

の
手

も
か
り
た
い
ほ
ど
な
の
で

す
。

と
く

に
今
年

は
ほ

う

漁

だ
っ
た
の
で
、
い
そ
が
し
い
日

が
続
き
ま
し
た
。

こ
ん
ぶ
干
し
の
手
伝
い
を
始

め
た
頃
は
、
そ
ん
な
に
い
そ
が

し
い
と
は
感
じ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
ま
っ
け
と
い
う
道
具
を

使
っ
て
こ
ん
ぶ
を
取
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
い
や
に
な
る

く
ら
い
干
す
こ
ん
ぶ
の
量
が
ふ

え
、
め
ん
ど
う
く
さ
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
始
め
の
こ
ろ
は
、

ね
じ
り
ぼ
う
で
取
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
こ
ん
ぶ
の
量
は
少
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
ま
っ
け
を
使

い
は
じ
め
て
か
ら
は
、
一
日
に

取
れ
る
量
が
倍
以
上
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。

ま
っ
け
と
い
う
の
は
、
船
の

い
か
り
に
に
た
、
鉄
で
で
き
た

か
ぎ
型
の
道
具
の
こ
と
で
す
。

父
は
、
天
気
の
よ
い
日
に
は

十
月
十
日
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
日
を
皮
切
り
に
十
三
日
、

二
十
日
と
三
回
に
わ
た
り
開
催
。

い
そ
が
し
い
毎
日
の
お
母

さ
ん

と
一
緒
と
い
う
こ
と
で
何
と
な

く
浮
き
浮
き
、
そ
わ
そ
わ
と
、

そ
の
嬉
し
さ
を
か
く
し
き
れ
な

い
姿
が
何
と
も
い
え
な
い
位
可

愛

い
い
。
し
か
し
、
そ
の
三
回

行
わ
れ
る
中
で
も
生
憎
の
天
候

不
順

や
、
体
調
不
調
で
不
参
加

と
な
っ
た
子
も
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
体
育
館
中
と
こ
ろ
せ
ま
し

と
走
り
ま
わ
る
元
気
な
子
ど
も

に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
っ
ぱ
な
し
の

嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
る
お
母
さ

ん
達
、
な
ん
と
も
楽
し
い
リ
ズ

ム
運
動
で
も
あ
り
ま
し

た
。子
ど
も
達
は
働
ら
く

お
母
さ
ん
の
後
姿
を
見

な
が
ら
、
こ
う
い
う
ひ

と
と
き
に
期
待
を
も
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
次
の

機
会
に
は

ぜ
ひ
、
こ

ぞ
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。



母
と
二
人
で
、
朝
五
時
ご
ろ
か

ら
、
そ
の
ま
っ
け
を
持
っ
て
漁

に
出
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
海

の
中
に
ほ
う
り
こ
み
、
こ
ん
ぶ

を
ひ
っ
か
け
る
よ
う
に
し
て
船

に
引
き
上

げ
る
の
で
す
。

そ
の
作
業
を
四
時
間
ほ
ど
の

間
に
何
ど
も
何
ど
も
く
り
か
え

し
、
こ
ん
ぶ
を
山

の
よ
う
に
つ

ん
で
港
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

ぼ
く
の
仕
事
は
、
父
と
母
が

取
っ
て
き
た
こ
ん
ぶ
を
う
ら
お

も
て
を
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に

き
れ
い
に
な
ら
べ
て
干
す
こ
と

と
、
干
し
あ
が
っ
た
こ
ん
ぶ
を

あ
つ
め
る
こ
と
で
す
。

干

す
時

に
た

い
へ

ん

な
の

は
、
こ
ん
ぶ
に
す
な
が
っ
か
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、

こ
ん
ぶ
が
ま
っ
す
ぐ
に
か
わ
く

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
気
を
つ
か
い
な
が
ら
の
作
業

な
の
で
た
い
へ
ん
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
、干
す
時
も
入
れ

る
時
も
力
が
ひ
つ
よ
う
な
の
で
、

す
ぐ
っ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

父
と
母
は
、
ぼ
く
よ
り
力

が

強
い
し
な
れ
て
い
る
の
で
、
ぼ

く
よ

り

ず
っ

と

早

く
、

い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
に
な
っ
て
働

き
ま
す
。

ぼ
く
も
、
父
や
母

の
よ
う
に

早
く
力
強
く
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

こ

ん
ぶ

漁

が
始
っ

て

か
ら

は
、
ぼ
く
は
友
だ
ち
と
遊
ぶ
ひ

ま
が
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
時
々

に
げ
出
し
た
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
も
、
も
う
少
し

だ
と
思
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

こ
ん
ぶ
干
し
の
手
伝
い
を
と

お
し
て
、
ぼ
く
は
毎
年
こ
ん
な

に
取
れ
た
ら
い
い
け
れ
ど
、
去

年
の
よ
う
に
不
漁
だ
っ
た
ら
、

父
は
今
ご
ろ
も
う
出
か
せ
ぎ
に

行
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
、
ふ

と
思
い
ま
し
た
。

家
ぞ
く
の
生
活
を
守

る
た
め

に
、
春
の
う
に
、
夏
の
こ
ん
ぶ

漁
、
そ
し
て
、
出
か
せ
ぎ
と
、

一
年
中
働
き
と
お
し
て
い
る
父

に
と
っ
て
、
こ
の
こ
ん
ぶ
漁
は

と
て
も
重
要
な
仕
事
で
す
。

そ
れ
が
不
漁
だ
っ
た
と
し
た

ら
、
去
年
の
よ
う
に
今
ご
ろ
は

も
う
出
か
せ

ぎ
に
行
っ
て

い
る

は
ず
で
す
。

ひ
た
い
に
あ
せ
を
か
き
な
が

ら
、
も
く
も
く
と
働
い
て

い
る

父
の
す
が
た
を
見
て
い
る
と
、

家

ぞ
く
と
み
ん
な
で
働
け
る
う

れ
し
さ
の
よ
う
な
も
の
が
、
父

の
心
の
ど
こ
か
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
、

ぼ
く
に
は
そ
う
見

え
ま
す
。
そ
ん
な
父
を
見
て
、

ぼ
く
は
、
ぜ
ひ
と
も
父
の
あ
と

を
つ
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
は
、
こ
ん
ぶ
干

し
の
手
伝

い
で
あ
っ
と
い
う
問

に

お
わ
っ

て

し

ま
っ

た
け

れ

ど
、
さ
い
ご
ま
で
が
ん
ば
り
と

お
し
た
こ
と
で
、
ぼ
く
は
ま
ん

ぞ
く
し
て
い
ま
す
。

自
分
も
家
ぞ
く
の
一
人
と
し

て
、
少
し
は
役
わ
り
を
は
た
せ

た

よ
う
な
気

が
す

る
か

ら
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
う
ち
の
手

伝

い
を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
重
た
い
ま
っ
け
や
こ

ん
ぶ
を
、
一
日
何
回
も
ひ
き
あ

げ
た
り
し
て
く
ろ
う
し
た
父
や

母
に
も
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

※

講

評

汗
を
流
し
て
、
家
族
の
た
め

に
働
い
て
い
る
父
や
母
の
姿
を

見
て
、
手
伝
い
が
い
や
に
な
っ

た
自
分
を
反
省
す
る
と
と
も

に
、
家
族
み
ん
な
で
働
け
る
喜

び
と
、
父
の
あ
と
を
継
い
で
立

派
な
漁
師
に
な
ろ
う
と
い
う
気

持
が
良
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

発
表
態
度
も
落
着
い
て
、

堂
々
と
し
、
と
て
も
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。（
審
査
委
員
長
）

平
成
二
年
度

佐
井
村
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

村
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育
成
し
、
も
っ
て
佐
井
村
の
振
興
に
寄

与
さ
せ
、
一
般
文
化
の
向
上
と
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

次
の
と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
貸
付
の
対
象

佐
井
村
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
、
高
校
、
大
学
、
各
種
技
術
技

能
養
成
機
関
に
在
学
す
る
者
。

▼
奨
学
金
貸
与
の
額

・
大
学
（
医
・
歯
学
部
除
く
）

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校

三
学
年
ま
で

月
額

一
万
円
以
内

四
学
年
か
ら

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
学
校

月
額

一
万
円
以
内

・
養
成
施
設

月
額

一
万
円
以
内

・
村
長
が
認
め
る
各
種
技
術

技
能
養
成
機
関

月
額

一
万
円
以
内

・
医
・
歯
学
部
等

月
額

二
〇
万
円
以
内

▼
貸
与
の
期
間

正
規
の
修
業
期
間
と
す
る
。

▼
奨
学
金
の
償
還
方
法

奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
一
年
後
か
ら
、
奨
学
金
を
受
け
た
期
間
の

二
倍
の
期
間
で
償
還
す
る
。

▼
受
付
期
間

平
成
二
年
四
月
三
十
日
ま
で

▼
申
込
先

佐
井
村
教
育
委
員
会

学
務
係
登
三
八
－

二
一
一
一



保健婦 だより

水虫退治は

冬がチャンス

ずぼらな人は

治せません

団

正

体

は

カ

ビ

い
ま
ま
で
、
水
虫
は
、
夏
の

病
気
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
確

か
に
夏

の
季
節
、
そ
れ
も
、
特

に
湿
度
の
高
い
日
本
で
は
、
水

虫
が
ふ
え
、
か
ゆ
さ
で
苦
し
め

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は

冬

の
水
虫

も
多

く
な

り
ま
し

た
。
水
虫
は
皮
膚
に
つ
く
カ
ビ

（
白
せ
ん
菌
）
が
原
因
で
す
。

水
虫
に
と
っ
て
、
温
か
く
湿
り

気
が
あ
り
、
風
通
し
の
悪

い
、

靴
の
内
部
は
む
れ
や
す
く
、
絶

好
の
住
み
場
所
な
の
で
す
。

風
呂
場
の
壁
の
カ
ビ
と
同
様

日
光
の
あ
た
ら
な
い
日
陰
で
、

風
通
し
の
悪
い
、
じ
め
じ
め
し

た
湿
り
気
の
多
い
、
生
暖
か
い

場
所
に
よ
く
発
育
し
ま
す
。

よ

く

効

く

②

最

近

の

治

療

薬

以
前
、
水
虫
を
治
す
治
療
薬

は
、
細
菌
を
殺
す
消
毒
薬
に
す

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
水
虫
の
カ
ビ
を
治

す
本
来
の
治
療
薬
の
研
究
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

菌
の
発
育
を
阻
止
で
き
、
皮

膚
へ
の
浸
透
性
・
吸
着
性
・
夕

ン
パ
ク
質
を
加
え
た
効
果
、
か

ぶ
れ
を
お
こ
さ
な
い
、
人
体
に

対
す
る
安
全
性
な
ど
十
分
検
討

し
た
う
え
、
新
し
い
薬
の
発
売

が
許
可
さ
れ
ま
す
。
現
在
市
販

さ
れ
て
い
る
薬
は
、
申
し
分
な

１２月の保健事業

４日（月）

１１日（月） 健康相談 囗

１８日㈲

｜

場所

２５日（月） 役場健康相談室

受付時間 午前９時～１１時

６日（水） 福浦地区ふれあい講

習会

場所 福浦生活改善センター

時間 午前１０時～午後２時

７日沐） 食生活教育講座

場所 役場センター和室

時間 午前１０時～午後３時

１５日原） 大佐井地区ふれあい

講習会

場所 役場センター和室

時間 午前１０時～午後２時

１８日（月） 乳児・一歳６ヶ月 。

二歳児検診

対象 平成元年８月生

平成元年５月生

昭和６２年１０～１２月生

場所 役場センター和室

時間 １２時３０分

１９日㈹ 食生活教育講座

場所 役場センター和室

時間 午前１０時～午後３時

⑤

⑤

①

⑧

そ

の

気

に

な

れ

ば

や

せ

ら

れ

る

＝
食
事
を
ど
れ
く
ら
い
へ
ら
す
と

何
ヶ
月
で
何
キ
囗
や
せ
ら
れ
る
か
＝

国
脂
肪
１
㎏
は
フ
千
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
に
あ
た
る

肥
満
は
脂
肪
の
つ
き
す
ぎ
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
筋
肉
で
も

水
分
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

脂
肪
１
向
に
は
７
千
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
の
干
不
ル
ギ
ー
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

も
し
１
頤
や
せ
よ
う
と
思
っ

た
ら
、
体
が
干
不
ル
ギ
ー
に
し

て
７
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
不
足
す

る
よ
う
な
状
態
に
も
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

５
恥
や
せ
る
つ
も
り
な
ら
３

万
５
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
不
足

状
態
を
お
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
す
。

二
ヶ
月
で
８
に印
や
せ

る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

８
晦
の
脂
肪
を

子
不
ル
ギ
ー

に
換
算
す
る
と
７
千
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
の
八
倍
で
、
５
万
６
千
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
の
分
、

二
ヶ
月
間
不
足
状
態
を
お
こ
そ

う
と
す
れ
ば
、５
万
６
千
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
÷
２

ヶ
月
（
６０
日
）
＝
９３３

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
二

日
平
均
、

現
状
維
持
に
必
要
な
量
よ
り
９３３

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
少
な
い
食
事
を

６０
日
聞
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

図

扣
にり
お
と
す
に
は
、
や
は

り
時
間
が
か
か
る

あ
な
た
が
、
も
し
か
り
に
身

長

１６０

ｍ

で

体

重

６７

収

あ

っ

た

と

し

ま

す

。

あ

な

た

の

標

準

体

重

は

、
（
１６０
－

１１０

）

ｘ

０
．
９

で

５４

に印

と

い
う

の

は

、

た

し

か

に

太

り

す

ぎ
で

す

。

そ

こ

で

６７
－

５４

と

い

う

こ

と

で

１３

収

や
せ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

と

こ

ろ

が
体

脂

肪

１３

いに「
は

、

７

千

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー

の
十

三

倍

で
。
な

ん
と

９

万

１

千

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー

と

い

う
こ

と

に

な
り

ま
す

。

も

し

、

あ

な

た

が
、

こ

こ

の

と

こ

ろ

一

日

２

千

３

百

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー
程

度

の
食

事

を

と

っ

て

い

た

と

し

て

、

二

ヶ
月

間

で

標

準

体

重

ま

で

お

と

し

た

い

と

思

っ

た

ら

、

９

万

１

千

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー

÷

６０

日

＝

１

千

５

百

１７

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー
、

す

な

わ

ち

一

日

に

今

の

食

事

（
２

千

３

百

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー

）

よ

り

も
１

千

５

百

１７

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー

も
少

な

い

食

事

に

き

り

換

え

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

と

こ

ろ

が
、

２

千



い
ほ
ど
よ
く
効
く
の
で
す
。

③

民
間

療

法

に

つ

い

て

水
虫
の
治
療
に
、
漢
方
薬
を

塗
る
と
か
、
酢
に
つ
け
る
と
か

砂
浜
で
焼
く
と
よ
い
と
か
、
紫

外
線
に
あ
て
る
と
よ
い
と
か
、

い
わ
ゆ
る
民
間
療
法
が
あ
り
ま

す
。
は
っ
き
り
い
っ
て
、
漢
方

薬
自
体
に
は
、
市
販
の
水
虫
の

治
療
薬
の
百
分
の
一
の
効
力
も

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
民
間

療
法
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、

水
虫
の
菌
を
殺
す
作
用
が
な
く

て
も
、
清
潔
に
し
て
、
風
通
し

が
よ
く
な
り
乾
燥
さ
せ
る
な
ど

の
手
当
を
す
る
こ
と
で
、
水
虫

に
対
し
て
よ
い
結
果
が
得
ら
れ

効
果
が
あ
る
か
ら
で
す
。

④

増

え

た

冬

の

水

虫

現
在
、
各
家
庭
で
暖
房
が
発

達
し
た
た
め
、
水
虫
は
、
夏
冬

通
し
て
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
、
乾
燥
し
た
冬
の
寒

さ
は
、
水
虫
に
と
っ
て
住
み
心

地
の
悪
い
季
節
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
す
。
水
虫
の
発
育
の
悪

い
季
節
こ
そ
、
水
虫
を
完
全
に

治
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

水

虫

の

治

療

は

薬
だ
け
で

は
治
り
ま
せ
ん

ど
の
よ
う
に
ょ
い
薬
を
使
用

し
て
も
、
か
ゆ
い
と
き
だ
け
思

い
出
し
た
よ
う
に
塗
っ
た
だ
け

で
は
、
完
全
に
治
り
ま
せ
ん
。

水
虫
の
カ
ビ
は
細
菌
と
比
べ
て

発
育
が
悪
い
の
で
、
長
期
間
薬

を
塗
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
途

中
で
中
止
す
る
た
め
に
、
治
ら

な
い
の
で
す
。

見
た
目
に
症
状
が
な
く
て
も

菌
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
か
ゆ
み
が
な
く
な
っ
た

の
で
、
治
っ
た
と
考
え
、
薬
を

塗
る
こ
と
も
や
め
て
し
ま
う
こ

と
も
治
ら
な
い
理
由
で
す
。
さ

ら
に
、
一
度
治
っ
て
も
、
再
び

感
染
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

完
全
に
治
る
た
め
に
は
、
再

度
水
虫
に
感
染
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
予
防
に
も
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
族
に
水
虫
の
人
が
い
た
り

集
団
で
生
活
す
る
と
、
水
虫
に

な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
た
び
た
び
入

浴
し
て
、
洗
い
残
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
、
水
虫
に
な

り
ま
せ
ん
。
靴
下
を
こ
ま
め
に

取
り
替
え
、
洗
た
く
を
行
い
、

足
ふ
き
マ
。
卜
は
、
常
に
乾
燥

さ
せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
水
虫

を
予
防
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
注
意

を
し
て
も
治
ら
な
い
場
合
、
本

当
に
水
虫
な
の
か
ど
う
か
疑
っ

て
み
る
こ
と
で
す
。
水
虫
に
似

て
水
虫
で
な
い
皮
膚
の
病
気
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
、
に
せ
水
虫
の
場
合
、
水

虫
の
薬
で
は
決
し
て
治
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
水
虫
の
薬
を
つ
け

る
と
、
か
え
っ
て
悪
く
な
り
ま

す
。
治
り
に
く
い
場
合
、
水
虫

で
あ
る
か
ど
う
か
、
自
分
で
独

り
よ
が
り
に
決
め
ず
、
や
は
り

皮
膚
科
医
に
受
診
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

３
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
か
ら
１
千

５
百
１７
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
引
け

ば
、
一
日
わ
ず
か
７
百
８３
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
し
か
と
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
そ
の

ま

ま
実
行

に
移
し

た
り
す

れ

ば
、
た
ち
ま
ち
体
を
こ
わ
す
か
、

拒
食
症
に
陥
っ
て
頭
も
お
か
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
も

安
全
で
し
か
も
着
実
な
の
は
、

二

ヶ
月
を
三
ヶ
月
か
四

ヶ
月
に

延
ば
す
こ
と
で
す
。

自
分
は
、
一
体
、
ど
れ
く
ら

い
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
れ
ば
、

何
ヶ
月
く
ら
い
で
標
準
体
重
に

戻
れ
る
の
か
を
じ
っ
く
り
と
計

算
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

圓
体
重
は
階
段
状
に
お
ち
て

い
く減
量
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

次
の
三
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
①
実
際
に
は
理
論
値
ど
お
り

は
い
か
な
い

体
は
減
趾
に
戝
坑
し
冶
め
る

た
め
、
計
算
上
は
ち
ょ
う
ど

二
ヶ
月
間
で
あ
る
が
、
実
際
に

は
二
ヶ
月
半
、
と
き
に
は
三
ヶ

月
く
ら
い
か
か
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

②
予
期
に
反
し
て
、
な
か
な

か
減
ら
な
い
と
き
は
、
ち
ょ
つ

と
強
め
の
運
動
を
し
た
り
、
運

動
量
を
ふ
や
す
と
、
ス
イ
ス
イ

と
減
り
だ
す

運
動
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
消

費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

思
っ
た
よ
り
少
な
い
も
の
で
す

が
、
毎
日
一
万
歩
歩
い
た
り
、

軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
水
泳
な
ど

を
す
る
と
、
新
陳
代
謝
が
高

ま
っ
て
脂
肪
の
燃
焼
効
率
が

ア
ッ
デ
し
ま
す
。

③
体
重
は
直
線
的
で
は
な
く

階
段
状
に
お
ち
て
い
く

ま
じ
め
に
ダ
イ
エ
。
卜
に
取

り
組
む
と
、
体
重
は
ス
ル
ス
ル

直
線
的
に
お
ち
て
ゆ
く
も
の
だ

と
信
じ
て
い
る
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
が
実
際
に
は
、
体

は

現

状

維

持

し

よ

う

と

し

て

必

死

に

抵

抗

す

る

の

で

、

絶

対

に

ス

ル

ス

ル

と

は

お

ち

て

ゆ

か

な

い

の

で

す

。

ま

ず

ダ
イ

エ

ッ

ト

を

開

始

す

る
と

、

三

、

四

日

後

に

は

］い一
に
印

前

後

ス

ト

ン

と

お

ち

ま

す

。

と

こ

ろ

が
、

同

じ

于

不

ル

ギ

ー
量

し

か
取

っ

て

い

な

い

の

に

五

日

も

六

日

も

い

っ

こ

う

に

減

ら

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

実

際
、
せ

っ

か

く

始

め

て

も

Ｉ

週

間

も

た

た

な

い

う

ち

に
、
あ

っ

さ

り

や

め

て

し

ま

う

人

が
少

な

く

な

い

の

は

、
そ

の

た

め

で

す

。

し

か

し

、

も

う

二

、
三

日

も

が

ん

ば

れ

ば
、

つ

い

に

体

は

抵

抗

を

や

め

て

、

そ

の

結

果

体

重

が
０
．
５

～

１

に印
ぐ

ら

い

ズ

ド

ン

と

お

ち

始

め

ま

す

。

現

実

の

減

量

は

、

そ

の

く

り

返

し

で

、

止

ま

っ

て

は

減

り

、

減

っ

て

ば
止

ま

る
Ｉ

の

く

り

返

し

で

あ

る
こ

と

を

知

っ

て

お

く

こ

と

が

大

切

で

す

。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

交

通

安

全

家

族

会

議

古
佐
井
里一
沢

剛
さ
ん
宅

家
族
構
成

剛

６９
歳

ツ
エ

６５
歳

会

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

今
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
準
優
勝
だ
っ
た
そ
う
で
。

剛

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

す
。
お
か
け
で
大
き
い
メ
ダ

ル
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。

賍

今
日
は
ど
こ
で
行
わ
れ
た

の
で
す
か
。

剛

む
つ
市
の
運
動
公
園
で

す
。
む
つ
市
、
大
畑
町
、
束

通
村
、
川
内
町
、
脇
野
沢
村

大
畑
町
、
佐
井
村
か
ら
二
十

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

駐

試
合
時
間
は
。

剛

予
選
は
二
十
五
分
、
決
勝

は
三
十
分
で
す
。

会

頑
張
り
ま
し
た
ね
。

剛

優
勝
は
福
浦
チ
ー
ム
で
、

寿
会
が
準
優
勝
で
し
た
。
佐

井
村
が
二
つ
も
取
り
ま
し
た
。

今
朝
、
家
内
に
（

。
パ
か

け
ら
れ
て
さ
。

ツ

で
か
け
る
と
き
、
神
様
を

拝
ん
で
行
っ
た
の
で
、
帰
っ

て
か
ら
お
神
酒
を
あ
げ
て
お

礼
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

駐

い
つ
も
は
晩
酌
や
ら
な
い

ん
で
す
か
。

ツ

普
段
は
呑
ま
な
い
で
す
よ
。

剛

今
日
の
試
合
が
終
っ
た
あ

と
、
大
間
温
泉
で
あ
っ
た
け

ど
、
話
し
合
い
が
あ
る
の
で

私
は
ま
っ
す
ぐ
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

会

申
し
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。

ツ

何
か
あ
っ
た
り
、
友
だ
ち

来
た
り
す
れ
ば
呑
む
け
ど
。

会

そ
う
い
え
ば
、
下
北
二
郎

の
お
父
さ
ん
元
気
の
と
き
、

よ
く
遊
び
に
來
て
た
も
の
ね
。

１２^ １１ヨ現在

交通事故死ゼ囗

２

，
２２８
１

標
語
を
募
集
し

ま
す

昨
今
、
若
年
運
転
者
に
よ
る

悲
惨
な
交
通
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、
本
人
は
も
と
よ
り
、
家

族
も
大
変
な
被
害
を
受
け
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
悲
惨
な
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
管
内
小
中
学
生

か
ら
兄
・
姉
・
父
母
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
、
次
の
と
お
り

標
語
を
募
集
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対

象

管
内
の
小
中
学
生

▼
募
集
締
切

十
二
月
十
五
囗
（
金
）

▼
応
募
先

役
場
総
務
課
、
ま
た
は
地
区

交
通
安
全
母
の
会
理
事
ま
で

※
作
品
の
様
式
は
自
由
で
す
。

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
忘
れ

ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

尚
、
応
募
者
に
は
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

・
佐
井
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

・
佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

ご
存
じ
で
す
か

自
動
車
事
故
に
よ
る

重
度
後
遺
障
害
者
の
専
門
病
院

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
に

損
傷
を
受
け
重
度
の
意
識
障
害

が
残
存
し
た
寝
た
き
り
の
、
い

わ
ゆ
る
植
物
状
態
の
患
者
の
方

を
専
門
に
入
院
さ
せ
、
最
良
の

設
備
と
充
実
し
た
医
療
委
員
を

も
っ
て
、
適
切
な
治
療
と
完
全

看
護
を
行
う
、
全
国
で
二
番
目

の
病
院
が
仙
台
市
に
完
成
し
、

す
で
に
十
余
名
の
方
が
入
院
さ

れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合



ツ

そ
う
で
す
。

会

黒
沢
さ
ん
、
声
よ
さ
そ
う

で
す
ね
。

ツ

そ
う
だ
の
。
父

さ
ん
声
い

い
よ
。

会

ま
あ
、
聞
き
た
い
の
。

黒
沢

さ
ん
と
同
年
代
の
人

は
ど
の
く
ら
い
い
ま
す
か
。

剛

割
合

い
い
る
よ
。
今
は
十

人
く
ら
い
い
る
か
な
。
佐
賀

勝
雄
さ
ん
も
そ
う
で
す
。

会

そ
う
で
す
か
。
佐
賀
さ
ん

と
は
、
前
に
お
じ
ゃ
ま
し
て

話
し
聞
き
ま
し
た
。

黒
沢
さ
ん
の
前
、
Ｔ
字
路

だ
け
ど
危
な
く
な
い
で
す
か
。

ツ

そ
う
ね
。
車
通
り
は
危
な

い
で
す
よ
。

会

事
故
の
方
は
ど
う
で
す
か
。

剛

こ
こ
は
、
み
な
さ
ん
気
を

つ
け
て
い
る
の
か
、
事
故
は

な
い
で
す
ね
。

ツ

そ
れ
に
、
私
た
ち
は
家
を

出
る
と
き
、
ス
ト
ッ
プ
マ
ー

ク
に
必
ず
止
ま
り
、
右
左
見

て
か
ら
歩
き
出
し
ま
す
よ
。

会

活
用
し
て
く
だ
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

剛

一
輪
車
と
か
リ
ヤ
カ
ー
を

引
っ
張
っ
て
畑
に
行
く
の
で
、

必
ず
右
左
確
認
し
て
か
ら
道

路
に
出
る
よ
う
に
し
て
ま
す
。

細
川
建
設
の
ダ
ン
プ
カ
ー

が
ひ
っ
き
り
な
し
に
通
る
し

て
。

会

畑
は
ど
ち
ら
の
方
に
。

ツ

細
川
建
設
の
向
い
側
に
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
一
度
立

ち
止
ま
り
、
気
を
つ
け
て
か

ら
道
路
を
渡
っ
て
ま
す
。

会

一
輪
車
は
ど
ち
ら
側
を
引

い
て
ま
す
か
。

剛

右
で
す
。
リ
ヤ
カ
ー
は
左

。
側
を
引
い
て
行
き
ま
す
。

一
度
、
農
業
セ
ン
タ
ー
で

交
通
安
全
教
室

が
あ
っ
た

と
き
、
大
間
警
察
署
の
交
通
係

長
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
ず
っ
と
そ
う
し
て
ま
す
。

そ
れ
に
、
家
内
が
体
を
悪

く
し
て
。
そ
れ
か
ら
私
も
畑

へ
行
く
も
ん
だ
か
ら
。

会

そ
う
で
す
ね
。
助
け
合
わ

な
い
と
。

そ
れ
じ
ゃ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
練
習
は
。

剛

午
前
中
は
畑
に
行
っ
て
、

午
後
山
村
広
場
に
駆
け
つ
け

る
の
さ
。
夏
は
楽
し
み
に
し

て
ま
す
。

会

黒
沢
さ
ん
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
上
手
だ
し
て
の
。

剛

冬
は
農
業
セ
ン
タ
ー
で
。

駐

話
し
で
は
、
工
事
中
の
活

性
化
セ
ン
タ
ー
で
も
練
習
で

き
る
と
か
。

会

い
い
で
す
ね
。

奥
さ
ん
、
前
に
川
の
清
掃

し
た
と
き
、
竹
本
さ
ん
と
Ｉ

緒
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
助

が
り
ま
し
た
。

ツ

体
の
調
子
が
悪
く
て
何
も

で
き
な
い
し
て
。
そ
れ
位

だ
っ
た
ら
。

会

街
頭
指
導
の
と
き
、
い
つ

も
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
て
、
あ
り
が
た

い
で
す
よ
。

剛

私
た
ち
、
い
つ
も
バ
レ
ー

ド
に
参
加
し
て
る
ん
だ
い
。

会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
前
、
農
業
セ
ン
タ
ー
で

何
か
あ
り
ま
し
た
か
。

剛

料
理
教
室
で
す
。
男
の
人

も
包
丁
握
っ
て
ゴ
ボ
ウ
け

ず
っ
て
。

ツ

家
に
い
れ
ば
何
も
し
な
い

け
ど
ね
。

剛

誰
も
い
な
く
な
れ
ば
、
し

か
た
な
じ
に
や
る
べ
た
て
。

や
っ
て
る
人
も
あ
る
よ
。

会

そ
う
で
す
ね
。

剛

こ
の
前
、
川
目
で
野
外
教

室
が
あ
っ
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。
工
藤
建
設
ま
で
バ
ス
で

行
き
、
歩
け
る
人
は
そ
こ
か

ら
川
目
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

二
千
歩
く
ら
い
あ
る
と
か

言
っ
て
ま
し
た
。

昼
に
今
さ
ん
が
ス
ィ
カ
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
き
て
、
み

ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

会

暑

い
と
き
で
、
お
い
し

か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

駐

実
は
最
近
、
交
通
事
故
が

あ
っ
て
さ
。
若
年
運
転
者
の

暴
走
運
転
で
、
親
さ
な
ん
ぼ

心
配
か
け
て
い
る
ん
だ
か
。

会

若
い
人
ス
ピ
ー
ド
出
し
て

い
る
し
て
の
。
私
も
運
転
す

る
け
ど
、
ス
ピ
ー
ド
出
す
と

未
熟
が
出
る
し
て
の
。

家
族
の
こ
と
考
え
た
ら
、

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
ね
。

剛

お
互
い
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
、
気
を
つ
け
て
生
活
し

て
行
が
ね
ば
の
。

会

本
当
で
す
ね
。

今
日
は
ど
う
も
あ
り
か
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

せ
く
だ
さ
い
。

・
政
府
出
資
法
人
（
運
輸
省
所

管
）自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

本

部

容
言

言
（
号

天

一

青
森
支
所

昔
三
毛
（
七
七
ズ
ー
石

▼
病
院
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
長
町

南
四
丁
目
二
十
番
一
号

助
広
南
会
広
南
病
院

療
護
セ
ン
タ
ー

昔
○
二
二

三
Ｅ
七
）
一
一
七
一
㈹



交

通

安

全

と

私
川

岸

智

子

十
一
月
八
日
、
青
森
市
民
文

化
会
館
で
「
青
森
県
交
通
安
全

県
民
大
会
」

が
開
催

さ
れ
、
交

通
安
全
母
の
会
の

匸
貝
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。

大
会
宣
言
で
は
、
佐
井
村
長

か
ら
、
力
強
い
、
説
得
力
の
あ

る
宣
言
が
さ
れ
、
と
て
も
感
動

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
席
上
、
青
森
県
警
察
本

部
長
・
青
森
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
長
の
連
名
表
彰
を
頂

き
ま
し
た
。

私
な
り
に
母
の
会
の
活
動
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
員

の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
に
評
価
さ

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
か
ら

「
お
め
で
と
う
」
と
声
を
か
け

ら
れ
、
嬉
し
く
な
り
、
で
き
る

限
り
協
力
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

母
の
会
発
足
当
時
か
ら
理
事

で
し
た
が
、
子
供
が
小
さ
か
っ

た
た
め
、
名
ば
か
り
の
理
事
で

心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
前
会
長
の
山
崎
さ

ん
に
、
子
供
を
お
ぶ
っ
て
で
も

い
い
か
ら
、
理
事
会
に
出
る
よ

う
進
め
ら
れ
、
出
席
し
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
春
の
交
通
安

全
運
動
の
反
省
が
話
し
合
わ

れ
、
聞
き
役
だ
っ
た
私
に
、
名

指
し
で
発
言
の
場
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
新
入
学
児
の
下

校
時
の
様
子
と
、
私
の
感
じ
た

こ
と
を
話
し
ま
し
た
が
、
自
分

で
何
を
言
っ
た
の
か
覚
え
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
供
を
お
ぶ
っ

て
い
た
の
で
、
汗
を
び
っ
し
ょ

り
か
き
、
大
変
な
思
い
で
し
た
。

人
前
で
話
す
こ
と
の
苦
手
な

私
に
と
っ
て
、
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
年
小

学
校
五
年
の
長
女
が
「
我
が
家

の
体
力
づ
く
り
」
と
題
し
て
作

文
を
書
き
、
そ
れ
が
児
童
代
表

と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

当
日
、
長
女
は
親
の
心
配
も

よ
そ
に
、
落
ち
つ
い
た
態
度
で

堂
々
と
先
生
や
父
兄
の
前
で
発

表
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
長
女
の

姿
を
見
た
と
き
「
子
供
に
さ
え

で
き
た
の
だ
か
ら
、
私
に
だ
っ

て
で
き
る
」
と
思
わ
せ
て
く
れ

た
の
で
す
。
私
は
子
供
か
ら
こ

の
事
を
教
え
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
の
日
は
、
私
ど
も
夫
婦
の
結

婚
十
二
年
目
で
、
記
念
す
べ
き

日
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
囗
に

も
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
や
理
事
会
で

人
前
で
話
す
機
会
が
多
く
な

り
、
段
々
と
自
分
の
考
え
も
言

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
相

手
の
立
場
や
気
持
も
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
私
に
と
っ
て
母
の
会

で
の
経
験
が
一
番
の
収
穫
で

す
。
そ
れ
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も

と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

色
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

り
、
励
ま
し
て
く
れ
た
山
崎
さ

ん
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
間
知
ら
ず
の

私
に
「
人
中
に
入
っ
て
見
ろ
」

と
言
っ
て
留
守
を
し
、
家
を
出

し
て
く
れ
た
主
人
。
影
か
ら
応

援
し
て
く
れ
た
母
。
出
か
け
る

姿
を
見
て
も
「
行
が
さ
な
」
と

言
わ
な
い
。
自
分
た
ち
の
た
め

に
出
か
け
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
我
が
子
た
ち
。
そ
ん
な
家
族

の
み
ん
な
に
「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

長
女
も
大
学
へ
進
学
の
予
定

で
、
経
済
的
に
も
大
変
に
な
り

ま
す
が
、
家
業
そ
し
て
母
の
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
前
向
き
に
取
り

組
み
、
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り

で
す
。
母
の
会
で
は
、
若
い
人
た
ち

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
蜴
こ
さ
な
い
、
起

こ
さ
サ
な
い
た
め
に
、
会
長
だ

ち
と
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い

交
通
安
全
母
の
会
に
す
る
よ
う

協
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定
期
巡
回
相
談
所
開
設
日
程

十
二
月
二
十
百

困
に
μ

Ξ
ま

む
つ
市
市
民
相
談
室

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。



飲

酒

運

転

の

恐

怖

ト

ラ

が

勣

か

す

凶

器

こ
れ
か
ら
年
末
・
年
始
匸
か
け
て
、
外
で
お
酒
を
飲
心
櫞
会
が

増

兄
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分
の
車
で
出
か
け
る
と
、
帰
り
は
っ

し
飲
酒
運
転
を
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
古
っ
で
す
。

飲
酒
運
転
の
危
険
は
知
っ
で
い
る
の
に
、
な
ゼ
ハ
レ
ド
ル
を
握

っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
刀
ル
囗
－

ル
ガ
体
に
与
え
る
影
響

を
見
な
が
ら
考
え
こ
み
ま
し
ょ
う
。

お
ち
ょ
こ
一
杯
で

理
性
が
失
わ
れ
る

お
酒
を
飲
ん
で
、
酔
っ
た
人

を
よ
く
「
ト
ラ
に
な
っ
た
」
と

言
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
、
あ
る
意
味
で

正
し
い
の
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

に
は
、
脳
を
麻
痺
さ
せ
る
働
き

が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
ま
っ
さ

き
に
麻
痺
す
る
脳
の
部
分
が
、

人
が
人
で
あ
る
た
め
に
最
も
大

切
な
と
こ
ろ
Ｉ

理
性
を
つ
か

さ
ど
る
部
分
な
の
で
す
。
理
性

が
失
わ
れ
る
と
、
人
は
だ
ん
だ

ん
獣
に
近
く
な
る
Ｉ

、
ト
ラ

と
言
わ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い

と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
態

は
、
極
端
に
言
え
ば
、
お
ち
ょ

こ
一
杯
の
お
酒
で
、
だ
れ
に
て

も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

お
酒
に
強
い
弱
い
と
い
う
の

は
、
理
性
が
あ
る
か
な
い
か
で

は
な
く
、
脳
が
ア
ル
コ
ー
ル
に

強
い
か
弱
い
か
の
違
い
な
の
で

す
。お
酒
を
ほ
ん
の
少
し
だ
け
飲

ん
だ
程
度
で
は
、
運
転
す
る
能

力
に
限
っ
て

い
え
ば
、
ま
だ

残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
運

転
に
必
要
な
判
断
力
や
物
を
見

て
考
え
る
力
は
す
で
に
失
っ
て

い
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
い
け
な

い
と
知
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を

抑
制
す
る
理
性
が
も
う
な
い
の

で
す
か
ら
、
飲
酒
運
転
を
し
て

し
ま
う
の
で
す
。

ビ

ー
ル

一
本
で

も

運

転
に
悪
影

響

健
康
な
大
人
は
普
通
、
お
酒

を
一
合
く
ら
い
、
ビ
ー
ル
一
本

程
度
で

。
ほ
ろ
酔
い
”
と
言
わ

れ
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
う

な
る
と
、
理
性
を
失
う
ば
か
り

か
、
運
転
に
必
要
な
能
力
に
も

影
響
が
出
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
外
の
刺
激
に
ボ
ン

ヤ
リ
し
始
め
て
、
目
に
見
え
て

い
る
も
の
に
だ
ん
だ
ん
反
応
し

な
く
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
そ

の
反
応
に
も
間
違
い
が
多

く

な
っ
て

い
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。一
つ
の
ミ
ス
も
許
さ
れ
な
い

運
転
が
、
こ
ん
な
状
態
で
行
わ

れ
る
の
は
、
大
変
危
険
で
す
。

ま
だ
ア
ル
コ
ー
ル
の
入
っ
て

い
な
い
、
理
性
が
あ
る
と
き
、

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
ど
う
や
っ
て

帰
る
か
を
決
め
て
お
き
、
そ
の

と
お
り
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
何
よ
り
、
酒
の
席
に
は
車

で
出
か
け
な
い
こ
と
で
す
。

漸

漸

漸

⑩

⑨

⑩

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な

さ
ん
、
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
尽
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲

失

業

認

定

の

日

程

決

ま

る

▼

失
業
給
付
の
受
給
資
格
者
の
、
冬
期
間
に
お
け
る
町
村
取
次
ぎ
失

業
認
定
日
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
、
む
つ
公
共
職
業
安
定
所
の
年
末
年
始
の
受
付
事
務
は
十
二
月

二
十
七
日
ま
で
、
明
年
は
一
月
五
日
か
ら
受
付
し
ま
す
。

特例受給資格者の失業認定日



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆｌ‘０１７７－２３－２３７９

記帳に基づく
正しい申告を

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方

が
、
自
分
の
所
得
を
正
確
に
計

算
す
る
た
め
に
は
毎
日
の
取
引

を
き
ち
ん
と
記
帳
し
、
取
引
記

録
等
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
方

で
も
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
方
は
、
記
帳
や
記
録
の
保
存

な
ど
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。記
帳
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い

て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税

務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

脱税は
社会公共の敵

大
部
分
の
納
税
者
は
、
適
正

な
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
方
、
不
正
な
手

段
で
免
れ
よ
う
と
す
る
納
税
者

も
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
特
に
悪
質
な
脱

税
者
に
対
し
て
は
、
刑
事
罰
を

も
科
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
査

察
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

脱
税
者

が
い
か
に
巧
妙
な
脱

税
を
企
て
て
も
、
国
税
査
察
官

の
緻
密
な
調
査
に
よ
り
、
そ
の

脱
税
は
発
見

さ
れ
ま
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
、
正
し

い
申
告
と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

免

除

を

受

け

た

保

険

料

は

追

納

で

き

ま

す

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
保
険
料
納
付
が
困

難
な
と
き
に
保
険
料
の
納
付
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を

計
算
す
る
と
き
、
保
険
料
を
納

付
し
た
期
間
と
く
ら
べ
三
分
の

一
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
に
余
裕
が
で

き
た
と
き
に
、
過
去
十
年
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
追

納
」
と
い
い
、
追
納
す
る
保
険

料
の
額
は
、
免
除
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
の
額
に
、
追
納
す

る
ま
で
に
経
過
し
た
年
数
に
応

じ
て
一
定
の
率
を
掛
け
た
額
を

加
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

こ
の
追
納
制
度
を
利
用
し
、

満
額
、
あ
る
い
は
満
額
に
近
い

年
金
を
受
け
た
い
も
の
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
民
生
相
談

課
の
国
民
年
金
の
係
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

農

漁

閑

期

は

国

民

年

金

保

養

セ

ン

タ

ー

へ

日
頃
の
忙
し
い
仕
事
の
合
間

に
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
で

休
養
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

国
民

年

金
保

養

セ

ン
タ
ー

は
、
国
民
年
金
の
加
入
者
、
受

給
者
や
そ
の
家
族
の
方
々
な
ど

が
、
く
つ
ろ
ぎ
と
健
康
づ
く
り

で
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
よ
う
に
と
、
国

が
建
設
し

て
い
る
も
の
で
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
様
々
な
設

備
を
備
え
て
お
り
ま
す
。

青
森
県
に
は
、
津
軽
平
野
の

ほ
ぼ
中
央
、
岩
木
山
の
雄
姿
が

映
え
る
鶴
田
町
廻
堰
の
津
軽
富

士
見
湖
畔
に
「
つ
が
る
富
士
見

荘
」
が
あ
り
ま
す
。

利
用
料
金
は
、
一
泊
二
食
付

で
約
五
千
円
前
後
と
な
っ
て
お

り
、
グ
ル
ー
プ
、
ご
家
族
で
、

農
閑
期
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。お
申
し
込
み
な
ど
は
、
直
接
、

各
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
へ
。

１ ２
月
３ ・｜
白 は

村県民税（４期）固定資産税

（４ 期）の納期限です
Ｏ

＝納期内納付にご協力ください＝



十
二
月
は
「
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
運
動
推
進
月
間
」
で
す

粉

じ

ん

の

な

い

さ

わ

や

か

な

街

づ
く

り

を

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
タ
イ

ヤ
に
金
属
ピ
ン
を
打
ち
込
ん

で
、
雪
や
氷
を
引
っ
か
く
こ
と

に
よ
っ
て
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
め

を
高
め
る
タ
イ
ヤ
で
す
。
そ
の

便
利
さ
か
ら
、
雪
国
を
中
心
と

し
て
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
は
、
道
路
粉
じ
ん
を
生
む

こ

と
か

ら
、

健
康

へ
の
影

響

の
恐
れ
や
生
活
環
境
の
悪
化

が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

来

年

十

二

月

に

は

製

造

中

止

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
や

地
方
公
共
団
体
で
は
、
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
る
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
の
普
及
を
呼

び
か

け
、
道
路
の
除
雪
や
安
全
運
転

教
育
な
ど
の
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
の
た
め
の
対
策
が
進
め
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
、

国
内
大
手
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
七

社
は
、
平
成
二
年
十
二
月
末
日

で
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
製
造
を

中
止
し
、
平
成
三
年
三
月
末
日

で
販
売
を
中
止
す
る
と
い
う
調

停
が
公
害
等
調
整
委
員
会
で
成

立
し
、
実
現
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

”
脱

ス

パ

イ

ク

”
の

準

備

を

怠

り
な

く

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
な
い
社

会
に
混
乱
な
く
移
行
で
き
る
よ

う
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
こ
の

問
題
に
関
心
を
持
ち
、
意
識
を

改
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
年
か
ら
十
二
月
は
「
脱

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
運
動
推
進
月

間
」
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
の
粉
じ
ん
の
な
い
、

さ
わ
や
か
な
街
づ
く
り
を
、
み

ん
な
で
進
め
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

ス
キ
ー
愛
好
家
に
は
、
雪
だ
よ

り
が
気
に
な
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
と
い
う
よ
り
、
す
で
に
シ
ー

ズ
ン
入
り
し
て
い
る
ス
キ
ー
場
も

あ
り
ま
す
。
人
工
降
雪
機
の
普
及

で
、
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
が
年

年
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の

ス
キ
ー
熱
の
盛
り
半
が
り
に

は
、
実
は
こ
う
し
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
の
で
す
。

学
生
の
街
、
東
京
・
神
田

は
、
か
つ
て
本
屋
が
軒
を
つ

ら
ね
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
ス
キ
ー
・
シ
ョ
ッ
プ
が
目

立
ち
ま
す
。
二
こ
で
は
夏
で

も
、
ス
キ
ー
を
買
っ
て
帰
る
若
者

を
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。

冬
に
備
え
て
の
準
備
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
な
か
に
は
、
南
半

球
の
ニ
ュ
ー
ジ
圭
フ
ン
ド
な
ど
に

ス
キ
ー
に
行
く
人
た
ち
も
い
て
、

そ
う
し
た
グ
ル
ー
プ

ー
ツ
ア
ー
も

あ
り
ま
す
。

「
ぜ
い
た
く
に
な
っ
た
も
の
だ
、

こ
の
ご
ろ
の
若
者
と
き
た
ら
、
ス

キ
ー
を
自
分
で
担
ぐ
こ
と
も
し
な

い
ん
だ
か
ら
」
と
オ
ー
ル
ド

ー
ス

キ
ー
ヤ
ー
は
嘆
き
ま
す
。
ス
キ
ー

を
宅
配
便
で
送
っ
て
、
滑
り
終
わ

る
と
、
す
ぐ
来
週
行
く
ス
キ
ー
場

に
送
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
流

行
し
て
い
る
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
最
近
は
若
者
ば
か

り
で
な
く
、
実
年
の
ス
キ
ー
愛
好

家
も
増
え
、
ま
た
、
障
害
を
持
っ

て
い
る
人
た
ち
の
間
に
も
、
ス
キ

ー
を
楽
し
む
傾
向
が
広
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
十
二
月
九
日
は
、「
障
害
者

の
日
」
で
す
。
国
際
連
合
が
、

一
九
七
五
年
の
十
二
月
九
日

に
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」

を
採
択
し
た
日
を
記
念
し
て
、

障
害
者
問
題
に
つ
い
て
の
国

民
の
理
解
と
認
識
を
さ
ら
に

深
め
、
障
害
者
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
に
「
障
害
者
の
日
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
障
害
を
持

つ
人
と
持
た
な
い
人
と
の
ふ
れ
合

い
や
交
流
を
も
っ
と
深
め
た
い
も

の
で
す
。



お

も

ち

に

カ

ビ

を

寄

せ

つ

け

な

い

お

正

月

に

欠

か

せ

な

い

の

が

お

せ

ち

料

理

と

お

も

ち

。

お
せ

ち

料

理

は

、

普

通

は
重

箱

に

詰

め

ま

す

。

重

箱

は

上

段

か

ら

匸

の
重

」「
二

の
重
二

三

の

重

」

と

呼

ば

れ

ま

す

。

匸

の
重

」

に

は

、

新

年

を

祝

っ

て

お

屠

蘇

を

飲

み

な

が

ら

食

べ

る

「

祝

い
肴

」
の

数

の
子

や
黒

豆

、

田
作
り
な
ど
の
ほ
か
、
お
雑
煮

と
一
緒
に
食
べ
る
「
口
取
り
」

の
き
ん
と
ん
、
か
ま
け
こ
な
ど

を
詰
め
ま
す
。

「
二

の
重
」
「
三
の
重
」
に
は
、

く
わ
い
、
や
つ
か
し
ら
な
ど
の

煮
物
、
鯛
や
鰤
な
ど
の
焼
き
物
、

な
ま
す
な
ど
の
酢
の
物
を
中
心

に
詰
め
ま
す
。

お
せ
ち
料
理
は
日
持
ち
が
よ

く
、
日
本
人
の
食
生
活
の
知
恵

と
美
意
識
が
結
び
つ
い
た
料
理

で
す
。
お
も
ち
は
お
正
月
に
つ
き
も

の
で
す
が
、
関
西
で
は
一
個
一

個
を
丸
め
た
丸

い
も
ち
が
普
通

で
す
。
関
東
は
、
一
枚
の
の
し

も
ち
を
四
角
に
切
る
の
が
習
慣

の
よ
う
で
す
。

最
近
は
家
庭
の
暖
房
事
情
が

よ
く
、
お
も
ち
が
カ
ビ
や
す
い

で
す
が
、
お
も
ち
の
表
面
を
よ

く
ふ
き
取
っ
た
後
、
酒
か
焼
酎

で
ふ
い
て
お
く
と
、
カ
ビ
防
止

に
役
立
ち
ま
す
。
カ
ラ
シ
に
も

カ
ビ
を
押
え
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
小
皿
か
お
ち
ょ
こ
に
、
大

さ
じ
二
杯
分
く
ら
い
の
練
り
カ

ラ
シ
を
入
れ
、
和
紙
で
フ
タ
を

し
て
、
も
ち
の
箱
に
入
れ
て
お

く
の
も
カ
ビ
防
止
の
工
夫
の
一

つ
。の
し
も
ち
を
切
る
と
き
は
、

ぬ
れ
た
布
き
ん
で
包
丁
を
ふ
き

な
が
ら
切
る
と
、
も
ち
が
包
丁

に
く
っ
つ
か
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に

切
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
根
を
そ

ば
に
置
い
て
、
そ
の
つ
ど
包
丁

で
切
れ
目
を
入
れ
な
が
ら
も
ち

を
切
る
と
、
同
様
に
つ
か
す
に

切
れ
ま
す
。

鏡
も
ち
は
、
重
な
り
合
っ
た

と
こ
ろ
に
カ
ビ
が
は
え
や
す
い

の
で
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
供

え
る
と
き
に
、
米
粒
を
五
つ
六

つ
、
も
ち
の
間
に
敷
い
て
お
く

と
、
通
気
性
が
よ
く
な
っ
て
効

果
的
で
す
。

年 末年 始 の

運転免許証の更新について

一 大 間 警 察 署 一

年末年始の休日期間（平成

元年１２月２９日から平成２年１

月３日） までは更新手続きは

してい ません。

この期間に運転免許証の有

効期間が満了となる人は、１２

月２８日までに更新手続きをし

てください。

１２月２８囗は、窓口が大変混

み合いますので、２８日前に更

新手続きをするようお願いし

ます。

ただし、都合により更新手

続きができなかった人は、平成

２年１月４日まで免許証を有

効なものとして取り扱います。

不明な点は、大間警察署交

通係、または、駐在所までお

問い合せください。

年末年始の休診について

ーむつ総合病院－

平 成 元 年 １２ 月 ３０［］圉
１２ 月 ３１ 囗 ㈲

平 成 ２ 年 １ 月 １ 日 囲
１ 月 ２ 日 ㈹
１ 月 ３ 囗（水）

尚、救急患者については受付し
ます。

満１歳になります

－
萬谷さ ゆり ち

や八
（雅之・信子）
原 田

戸 籍の窓ロ・
１１月１６日現在

○ お 誕 生 お め で と う

東 出 有 加（久 男）古佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（成 田 正 人（野 平）
下 田 啓 子（むっ市）

（藤 田 泉（小坂井町）
金 谷 美佳子（大佐井）

（横 浜 武 志（磯 谷）
佐 藤 佳代子（大和市）

（恩 田 貫 一（青森市）
島 野 ひとみ（大佐井）

（山 田 邦 昭（更別村）
岩清水 菊 子（古佐井）

○ おくや み申し上げま す

七 戸 ナ ヨ（ 守 ）大佐井

坂 井 カチヱ（廣治）牛 滝

１０月３１日現在人口（前月比）

男 １，８８７ （－２）

女 １・９３２（－２）

計 ３，８１９（－４）

世帯数 ｔ１罰 ぐ＋１）
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